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研究成果の概要 

革新的な触媒技術の開発は、環境・資源・エネルギー問題への取り組みやものづくりにイノベーショ

ンをもたらすことが期待される。本研究では、原子レベルで精密設計された金属微粒子と酸化物担体か

らなる分子状担持金属触媒の開発を目指して研究を行っている。特に、金属微粒子と酸化物の各要素の

構造、組成、原子配列、電子状態等の制御に加え、界面における協奏作用の制御が可能な触媒設計を開

発し、高難度反応や高効率反応を実現する無機分子触媒の学理を構築することを目的としている。 

本年度は、金属ナノクラスターと分子状金属酸化物からなる複合分子触媒の合成を行った。合成した

触媒の構造は、単結晶 X線構造解析により決定され、分子状金属酸化物と露出表面を有する金属ナノク

ラスターからなる複合分子であることを明らかにした。また、本研究で開発した触媒の触媒機能に関す

る検討を行った。さらに、金ナノ粒子の表面を分子状金属酸化物で保護した触媒を開発し、この触媒が

酸素を酸化剤とする酸化反応に高い活性を示すことを見出した。また、本触媒は、分子状金属酸化物に

よる保護がない金ナノ粒子触媒と比べて、繰り返し使用時の耐久性が大きく向上した。今後は、本年度

に得た研究成果をもとに新しい触媒開発を進めるとともに、それらの触媒機能の解明やさらなる触媒

設計を行う予定である。 
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